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二
週
続
け
て
日
本
列
島
の

各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し
た

台
風
一
四
号
と
一
五
号

そ

も
そ
も
日
本
列
島
は

古
く

か
ら

台
風
銀
座

と
呼
ば

れ

毎
年

数
多
く
の
台
風

が
上
陸
や
接
近
し
て
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
す

台
風
は

北
緯
五
度
か
ら
四
五
度

東

経
一
〇
〇
度
か
ら
一
八
〇
度

の
範
囲
で
起
き

こ
の
範
囲

し
か
通
過
し
な
い

台
風
は

極
め
て
限
定
さ
れ
た
地
域
で

の
気
象
現
象
で
あ
り

日
本

列
島
は
台
風
の
通
り
道
に
位

置
し
て
い
る

日
本
史
上
最
大
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
台
風
は

文
政

十
一

一
八
二
八

年
の
シ

ボ
ル
ト
台
風

死
者
・
行

方
不
明
者
約
一
万
九
千
人

だ

明
治
維
新
以
降
で
見
る

と

台
風
被
害
は
昭
和
に
入

て
か
ら
が
特
に
ひ
ど
い

昭
和
九

一
九
三
四

年
の

室
戸
台
風

死
者
・
行
方
不

明
者
三
千
三
十
六
人

同

二
十
年
の
枕
崎
台
風

死
者

・
行
方
不
明
者
三
千
七
百
五

十
六
人

同
三
十
四
年
の

伊
勢
湾
台
風

死
者
・
行
方

不
明
者
五
千
九
十
八
人

と

続
き

昭
和
の
三
大
台

風

と
呼
ば
れ
て
い
る

こ

れ
ら
以
外
に
も
昭
和
十
七
年

の
周
防
灘
台
風

死
者
・
行

す
お
う
な
だ

方
不
明
者
千
百
五
十
八
人

同
二
十
二
年
の
カ
ス
リ

ン

台
風

死
者
・
行
方
不
明
者

千
九
百
三
十
人

同
二
十

九
年
の
洞
爺
丸
台
風

死
者

と
う
や
ま
る

・
行
方
不
明
者
千
七
百
六
十

一
人

な
ど
が
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た

平
成
二
十
七
年
三
月
十
一

日
付
産
経
新
聞
に
よ
る
と

気
象
情
報
は
軍
事
作
戦
に
影

響
を
及
ぼ
す
と
し
て

大
東

亜
戦
争
中
は
機
密
扱
い
と
さ

れ
た

昭
和
十
六
年
十
二
月

八
日
に
日
本
海
軍
が
ハ
ワ
イ

の
真
珠
湾
を
攻
撃
し
た
と
き

も

ハ
ワ
イ
諸
島
周
辺
の
気

象
状
態
が
事
前
に
検
討
さ
れ

て
い
る

開
戦
後

国
民
向

け
の
天
気
予
報
が
す
べ
て
中

止
さ
れ
た
こ
と
が

周
防
灘

台
風
で
一
千
人
を
超
え
る
犠

牲
者
を
出
す
一
因
と
な

た

敗
戦
後

占
領
下
で
の

気
象
業
務
は

連
合
国
軍
総

司
令
部

Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
管
理

の
下
に
置
か
れ
る

米
国
の

慣
例
に
従
い

英
語
の
女
性

の
名
前
が
付
け
ら
れ
た
の
が

カ
ス
リ

ン
台
風
で
あ
る

昭
和
の
三
大
台
風

昭
和
九

一
九
三
四

年

九
月
二
十
一
日
に
高
知
県
室

戸
岬
に
上
陸
し
た
室
戸
台
風

は

阪
神
地
区
に
再
上
陸
す

る
と

大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た

大
阪
で
は
台
風
の
上
陸
か

ら
三
十
分
で

高
潮
に
よ

て
二

を
超
え
る
海
水
が
流

入
す
る

瞬
く
間
に
大
坂
城

大
阪
市
中
央
区

付
近
に

ま
で
海
水
が
押
し
寄
せ

町

中
が
水
浸
し
と
な

た

大

阪
の
人
た
ち
は

急
激
な
水

位
の
上
昇
で
避
難
も
ま
ま
な

ら
ず

大
阪
湾
一
帯
で
推
定

千
九
百
人
以
上
が
溺
死

日

本
最
古
の
寺
院
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
る
四
天
王
寺
で
は
五

重
塔
と
仁
王
門
が
全
壊
し

金
堂
も
大
き
く
破
損
し
た

学
校
施
設
の
被
害
も
甚
大

だ

た

耐
震
構
造
で
な
い

木
造
校
舎
の
多
く
が
倒
壊

し

児
童
・
生
徒
や
教
職
員

あ
わ
せ
て
八
百
九
十
三
人
が

犠
牲
と
な

た

京
都
の
両
洋
中
学
校
で
は

校
舎
が
倒
壊
し
た
あ
と

薬

品
が
自
然
発
火

生
き
埋
め

に
な

て
い
た
生
徒
や
教
職

員
が
焼
死
す
る
と
い
う
痛
ま

し
い
事
故
も
起
こ

た

大
阪
朝
日
新
聞
夕
刊
九
月

二
十
一
日
付
は

大
台
風

席
捲

近
畿
空
前
の
惨
禍

と
い
う
見
出
し
を
つ
け

室

戸
台
風
に
よ
る
被
害
を
伝
え

て
い
る

大
東
亜
戦
争
の
敗
戦
か
ら

一
カ
月
後
の
昭
和
二
十
年
九

月
十
七
日

鹿
児
島
県
枕
崎

市
に
上
陸
し
た
枕
崎
台
風

は

米
国
の
原
爆
投
下
に
よ

り
被
災
し
た
広
島
県
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た

広

島
市
と
呉
市
周
辺
だ
け
で
二

千
十
二
人
が
犠
牲
と
な

た
広
島
県
内
で
は

降
り
続

く
雨
に
よ
り

傾
斜
地
の
い

た
る
と
こ
ろ
で

山
津
波

と
呼
ば
れ
る
土
石
流
が
起
き

た
戦
時
中

石
油
の
不
足
か

ら

松
の
木
の
油
を
代
用
す

る
た
め
に
根
こ
そ
ぎ
山
林
を

伐
採

は
げ
山
に
な

た
事

で

斜
面
が
崩
壊
し
や
す
い

状
態
に
な
り

土
石
流
が
起

き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

ま
た

暴
風
雨
と
堤
防
の
決

壊
や
河
川
の
氾
濫
に
よ
り

洪
水
が
バ
ラ

ク
小
屋
を
襲

た

敗
戦
直
後
の
混
乱
の

な
か

広
島
で
は
防
災
体
制

の
不
備
や
防
災
情
報
を
市
民

に
伝
え
る
通
信
手
段
が
な
か

た
こ
と
が

被
害
を
大
き

く
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る

も
は
や
戦
後
で
は
な
い

と
い
う
言
葉
が
広
が
り

高

度
経
済
成
長
の
真

只
中
の

昭
和
三
十
四
年
九
月
二
十
六

日

和
歌
山
県
潮
岬
に
上
陸

し
た
伊
勢
湾
台
風
は

伊
勢

湾
奥
の
低
平
地
を
泥
の
海
に

変
え

東
海
地
方
を
中
心
に

中
国
・
四
国
地
方
か
ら
北
海

道
ま
で
の
広
い
範
囲
に
わ
た

て
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た

特
に
伊
勢
湾
に
面
し

た
愛
知
・
三
重
両
県
の
被
害

が
甚
大
だ

た
為

こ
の
名

が
付
け
ら
れ
た

明
治
維
新
以
降
の
台
風
被

害
の
な
か
で

人
的
被
害
が

最
大
な
の
が
伊
勢
湾
台
風
だ

内
閣
府
中
央
防
災
会
議

災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す

る
専
門
調
査
会

普
及
啓
発

用
小
冊
子

災
害
史
に
学
ぶ

風
水
害
・
火
災
編

伊
勢
湾
周
辺
の
被
害
が
大

き
か

た
要
因
の
一
つ
に

台
風
の
通
過
時
刻
と
伊
勢
湾

の
満
潮
が
重
な

た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る

名
古
屋
地
方
気
象
台
は

高
潮
は
二

と
予
想
し
て
い

た
が

実
際
に
は
名
古
屋
港

で
最
高
五
・
三

を
記
録

し

堤
防
を
超
え
て
海
水
が

海
抜
ゼ
ロ

以
下
の
低
平
地

に
流
れ
込
ん
だ

名
古
屋
港

の
貯
木
場
に
あ

た
大
量
の

木
材
が

海
水
と
一
緒
に
市

街
地
に
押
し
寄
せ

犠
牲
者

の
八
割
以
上
が
高
潮
で
亡
く

な

て
い
る

台
風
が
上
陸
す
る
午
後
六

時
ご
ろ

強
風
に
よ
り
名
古

屋
市
内
は
停
電
す
る

電
池

式
ラ
ジ
オ
で
あ
れ
ば
停
電
し

て
も
受
信
で
き
た
が

当
時

の
主
流
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

電
気
を
引
く
真
空
管
ラ
ジ
オ

だ

た

停
電
と
同
時
に

多
く
の
家
庭
で
台
風
に
関
す

る
最
新
の
情
報
を
入
手
で
き

な
か

た
こ
と
も
被
害
を
大

き
く
し
た

高
潮
災
害
の
危
険
地
帯
で

あ
り
な
が
ら

市
民
の
防
災

意
識
の
欠
如

行
政
の
対
応

の
遅
れ
や

高
潮
を
防
ぐ
た

め
の
堤
防
の
不
備
な
ど
も
被

害
の
拡
大
に
繋
が

た

伊
勢
湾
台
風
の
被
害
を
契

機
と
し
て

二
年
後
の
昭
和

三
十
六
年
十
一
月

大
東
亜

戦
争
後
の
防
災
対
策
の
転
換

点
と
な
る

災
害
対
策
基
本

法

が
制
定
さ
れ
た

平
成
の
時
代
に
入
る
と
死

者
数
は
激
減
し
た
が

近
畿

地
方
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し

た
平
成
三
十

二
〇
一
八

年
の
台
風
二
一
号
や

令
和

元

二
〇
一
九

年
の
台
風

一
五
号
と
一
九
号
の
被
害
は

記
憶
に
新
し
い

巨
大
化
の
原
因
は
？

現
時
点
で
地
球
温
暖
化
の

影
響
が
台
風
の
大
き
さ
や
強

さ
に
及
ん
で
い
る
と
結
論
付

け
る
に
は
至

て
い
な
い

な
ぜ
な
ら

台
風
の
年
間

発
生
数
に
対
す
る
最
大
風
速

が
毎
秒
三
三

以
上
の

強

い

勢
力
を
持
つ
台
風
の
発

生
割
合
は

一
九
七
〇
年
代

後
半
か
ら
八
〇
年
代
後
半
に

か
け
て
増
加
傾
向
に
あ

た

が

八
〇
年
代
後
半
を
ピ

ク
に
九
〇
年
代
後
半
ま
で
減

少
傾
向
が
続
き

二
〇
〇
〇

年
代
に
な

て
再
び
増
加
に

転
じ
て
い
る

こ
の
よ
う
な
動
向
は
十

二
十
年
程
度
で
増
減
す
る
た

め

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気

温
の
上
昇
傾
向
と
明
瞭
な
相

関
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
断

言
で
き
な
い
か
ら
だ

し
か
し

気
象
庁
気
象
研

究
所
や
地
球
科
学
技
術
総
合

推
進
機
構
を
中
心
と
す
る
研

究
グ
ル

プ
に
よ
る
二
十
一

世
紀
末
頃
を
想
定
し
た
温
暖

化
予
測
実
験
に
よ
る
と

熱

帯
低
気
圧
の
発
生
数
は

現

在

気
候
再
現
実
験
に
お
け

る
発
生
数
よ
り
も
三
〇
％
程

度
減
少
す
る
一
方

海
上

地
上

の
最
大
風
速
が
四

五

／
秒
を
超
え
る
よ
う
な

非
常
に
強
い
熱
帯
低
気
圧
の

出
現
数
は

地
球
温
暖
化
に

伴

て
増
加
す
る
傾
向
が
あ

る
と
分
析
し
て
お
り

災
害

が
全
体
と
し
て
激
化
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
お
く
べ
き
だ

ろ
う最

後
に

日
本
人
は
台
風

を
甘
く
み
る
べ
き
で
は
な

い

日
本
列
島
に
暮
ら
す
私

た
ち
は
台
風
か
ら
逃
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
だ
か
ら

随
時
掲
載

一
般
財
団
法

人
防
災
教
育
推
進
協
会
常
務

理
事
兼
事
務
局
長

日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本
人人人人人人人人人人人人人人人人
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日
本
人
は
台
風
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
いいいいいいいいいいいいいいいいい
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教
団
を
愛
す
る
と
は
人
を
愛
し
仕
事

を
愛
し
国
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
る

教
団
を
護
持
す
る
と
は
人
を
護
り
仕

事
を
護
り

国
を
護
る
こ
と
で
あ
る

念
法
法
語
よ
り
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